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第11回所内写真ヨング州ル入選作

地,殻のしわ

この写真を見るたびにこんなに大きな(下の樹木と比較し

て)みごとな向斜構造を前にした時の感激がよみがえってく

る.ペルシャ湾の湾頭付近に分布するイランの油田地帯を横

切って東北の背後地に地質見学に出掛けたのは昨年の9月

15目のこと.未だ目中は50.C近くまで気温が上り野外調

査は身体が全く疲れた.ク･イ･シ(シの谷)に着いた時には

そろそろ目も傾むき始め大分グロッキｰになっていた.し

かしこの光景を前にした時にはあまりのみごとさにしばら

くポｰツとして立ちつくしてしまった.それからシャッタｰ

を何度も押したことはいうまでもなv'.

地層はこの園の最も重要恋油槽岩であるアス蹄リ石灰砦で

騎代は土部漸薪榊下都申漸棋であ蕃｡背斜部はたいてい石灰

岩淡謹醐ζ蝋て小融汕護花は閥壷形廠し陶斜部は谷で地

質機造は㎞属僚然.王｡c万分の工の地質閣を縛っていれば

自分割)位鰻を容揚に確認するζをので蜜為いってみれば地質

圭家の天国のひとご凄であ篭茗

幻篶翼付で次夢砧おリ人楽纂渤あ婁寄狐妻滅危

地鴛鯛麓鮒毯鍍鵜媛小林繁(技術翻暇)

拶披徽部媛

卯企聰礫媛

1㈱燃雌義桝一｣=薄

地欝鯛薮所鮒導鱒媛

紹稲鋤牢逸凋警篇

祖お資料課長橋本克己技官は4月5目付で退職した

｢地搬のしわ｣

燃料部石汕徽鈴木尉元

人撃往来

･地質部図幅第二課小野晃司技官は去る2月14圓

に1ヵ締の†定で米国地質調査所において火砕

流堆横物の火山地質学的研究を行なうため幽発した

･昭繍8年9月サウジアラビア政府の招へいで同国

への授術協力のため出張していた奥海靖技官を団

長とする一行小林･磯･桑形･加藤･畠中の各氏

は無事任務を終了し3月15同羽固着で帰国した

･去る3月15目台湾北音1;の漉底炭田調査のため上島

宏(北海道支所)森小谷駒井(以上物理探査部)

向井(測量課)の各技官が山発した期間は4ヵ月

の予定

珪銚質郷熔融遡質綴碑;村久出技管は米團吻リフ攻

～は列ζ料て地熱闘鰭技術虹關する研究曽沈め

婁畑顯ぶ隻夏動州馳岬麓剛土幟した
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